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経営懇話会 開催後 の経営戦略の修正点 

 

⑴ 経営懇話会の委員からのご意見に基づく修正 

 ① 不明水対策に関するグラフの追加（本編２７ページ） 

 

旧 新 

⑽ 不明水対策 

文言のみ 

⑽ 不明水対策 

  文言 ＋ グラフの追加 

 
水量の推移（公共下水道） 

 

 

 
 

 

 ② 管渠の耐震化に関する文言の修正（本編３２ページ） 
 

旧 新 

⑵ 下水施設の耐震化 

① 管渠の耐震化 

  平成１０年度以降に敷設した管渠

については、管とマンホールの接続部

の改良や耐震補強管の使用などによ

り、耐震化を図っています。現在の耐

震化の割合は、約３７％であり、今後

も引き続きストックマネジメント計

画を策定した上で、順次、改築更新時

に耐震化を進めていきます。 

 

 

⑵ 下水施設の耐震化 

① 管渠の耐震化 

  平成１０年度以降に敷設した管渠

については、管とマンホールの接続部

の改良や耐震補強管の使用などによ

り、耐震化を図っています。現在の耐

震化の割合は、約３７％であり、当初

の予定より遅れている状況ですが、今

後もストックマネジメント計画を順

次見直した上で、改築更新時に耐震化

を進めていきます。 
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⑵ 令和３年度予算編成に合わせた修正 

 ③ 令和３年度予算に合わせた企業債の借入額及び償還額の修正（本編４４ページ） 

 

旧 新 

⑵ 企業債 

  令和３年度の借入額 78億円※ 

        償還額 103億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 企業債 

  令和３年度の借入額 57億円※ 

        償還額 101億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度の国の補正予算により、令 

和３年度に実施予定であった事業費を 

令和２年度に前倒ししたため 

 

 

 ④ 令和３年度予算に合わせた一般会計繰入金の見込の修正（本編４６ページ） 

 

旧 新 

⑶ 一般会計からの繰入金 

  令和３年度の一般会計繰入金 99億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 一般会計からの繰入金 

  令和３年度の一般会計繰入金 98億円 

 

 

 

 ⑤ 令和３年度予算に合わせた投資・財政計画の変更（本編４８～５１ページ） 

 

   新旧対照表（省略） 
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⑶ 国からの通知（補助要件）に基づく修正 

 ⑥ 文言の修正（本編１５ページ） 

 

旧 新 

③ 経費回収率の状況 

 

 経費回収率は９７％から９８％で推移

しているため、見た目上は高水準を保っ

ているように見えます。 

 しかしながら、この経費回収率の算定

には一般会計からの繰入金（市民の税金

等）も含まれているため、実質は収支不

足が発生しています。 

 今後も、経営健全化の取組の進捗状況

や社会的情勢、改定による市民生活への

影響などを考慮しつつ、３～５年ごとに

使用料を見直し、中長期的に汚水の処理

費用を使用料で全額賄えるよう段階的に

改定を行う予定です。 

 

 

③ 経費回収率の状況 

 

 経費回収率は９７％から９８％と高水

準で推移しています。 

 しかしながら、この経費回収率の算定

には一般会計からの繰入金（市民の税金

等）も含まれているため、実質は収支不

足が発生しています。 

 今後も、経営健全化に向け収入増加、

支出削減に取り組みます。 

 

 

 

 ⑦ 経費充足率の向上に向けた取組の文言の追加（本編５２ページ） 

 

旧 新 

第７章 経営戦略の進捗管理 

 

 

 今後、この計画の実施状況を、適宜、

評価・検証を行いながら、計画期間の中

間時である令和２年度に見直しを行うと

ともに、この経営戦略と実績との乖離が

著しい場合、また、計画の前提となる経

営、財政の条件が大幅に変更となった場

合に見直しを行います。また、現段階で

把握できていない詳細項目についても、

この計画に基づく事業の実施により計画

の精度を高めていきます。 

 

第７章 進捗管理及び経費充足率の向上

に向けたロードマップ 

 

 今後、この計画の実施状況を、適宜、

評価・検証を行いながら、少なくとも５

年に１回の頻度で下水道使用料の改定の

必要性に関する検証を行うとともに、こ

の経営戦略と実績との乖離が著しい場

合、また、計画の前提となる経営、財政

の条件が大幅に変更となった場合に見直

しを行います。また、現段階で把握でき

ていない詳細項目についても、この計画

に基づく事業の実施により計画の精度を

高めていきます。 
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 計画の見直しに当たっては、計画と実

績との乖離及びその原因を分析するとと

もに、「計画策定（Plan）－実施（Do）－

検証（Check）－見直し（Action）」のサ

イクルを活用します。 

 また、経費充足率の向上に向け、下水

道使用料について経営戦略に定める投

資・財政計画、経営健全化の取組状況、

改定による市民生活への影響等を考慮し

ながら、少なくとも４～５年ごとに見直

していきます。 

 

 

 

 

 

 検証に当たっては、収支実績・取組効

果の確認、業績目標や収支見通しとの乖

離及びその原因を分析するとともに、「計

画策定（Plan）－実施（Do）－検証（Check）

－見直し（Action）」のサイクルを活用し、

定期的に進捗管理をおこいます。また、

実績との乖離が著しい場合は、事業手法

の見直し等について改めて検討します。 

 

 

 

 

⑷ 記載誤りによる修正 

 ⑧ 数値の修正（本編５２ページ） 

 

旧 新 

第７章 経営戦略の進捗管理 

 

○ 事業計画における指標（見込） 

項 目 
Ｈ30 

(見込) 

Ｒ3 

(見込) 

Ｒ7 

(見込) 

    

経費回収率(%) 100.0 100.0 100.0 

    
 

第７章 経営戦略の進捗管理 

 

○ 事業計画における指標（実績＆見込） 

項 目 
Ｈ30 

(実績) 

Ｒ3 

(見込) 

Ｒ7 

(見込) 

    

経費回収率(%) 100.0 98.8 100.0 

    
 

 

 


